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　11 月 21 日、伊佐市営球場に往年の名選手たちが集結。少年少女
ふれあい野球教室では、元プロ野球選手の指導に子ども達は目を輝
かせ、思い切り野球を楽しんでいました。普段指導する監督コーチも、

この日は生徒となり厳しく熱い指導に聞き入ってい
ました。子どもの思いを実現に導くことができるの
は、周りにいる大人かもしれません。

　午後からは伊佐選抜チームとの試合があり、好プ
レー・珍プレーに会場が沸きました。試合の結果は２対１でド
リームチームの勝利に終わりました。

名球会・ＯＢクラブが伊佐にやってきた

ＢＡＳＥＢＡＬＬＤＲＥＡＭ
！

少年少女
ふれあい野球教室

マサカリ投法健在！
村田投手

屋鋪選手

片岡選手

ドリームチーム

伊佐市選抜チーム
VS

　
　
　
ド
リ

ーム
・ゲーム

県内外から 37 チーム
500 人が参加。

すべりこみセーフ
南渕選手

★優秀選手賞
大榎田純選手（写真）
木ノ上勝志選手



ふれあい講演会
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伊佐市誕生２周年記念事業

宝くじスポーツフェア ＤＲＥＡＭ

ホームラン競争

プロに挑戦

アトラクション

齊藤選手

衣笠選手

松永選手

大口中学校
宮後稜投手

トークに花咲く！
金田選手

３千人が元プロ野球選手の

生のプレーを満喫！

どの選手も分かりやすく
丁寧な指導。いろんな質
問にも笑顔で答えてくれ
ました。

鈴木選手

二村選手
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性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分

　
　
　
担
意
識
の
解
消

　
　
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男

　
　
　
女
共
同
参
画
の
推
進

　
　
　
一
人
ひ
と
り
が
、
多
様
な
生

　
　
　
き
方
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
本
市
で
も
未
だ
家
庭
・
地
域
な
ど
あ
ち
こ

ち
で
、「
女
の
く
せ
に
・
男
の
く
せ
に
」
な

ど
性
別
に
よ
る
決
め
つ
け
や
、
男
女
の
役
割

を
固
定
化
す
る
よ
う
な
慣
習
及
び
社
会
制
度

が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
遅
ら
せ
て
い
る
一
つ
の
要
因
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
、
性
別
で
決
め
て
し
ま
う
こ

と
の
適
・
不
適
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
に
い
た
る
ま
で
理
解
を
深
め
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
更
な
る
取
り

組
み
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
の
な
か
で
は
、
以
前
に

比
べ
男
女
平
等
意
識
は
確
立
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
人
間
の
意
識
や
価
値
観
は
、
幼
少

期
か
ら
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
中
で
培
わ
れ

て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
教
育
の
効
果

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
男
女
平
等
意
識
づ
く
り
に

は
、
家
庭
・
地
域
で
の
古
い
し
き
た
り
や
慣

　
本
市
で
も
、
永
年
に
わ
た
る
男
尊
女
卑
の

風
習
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
家
庭
に

お
い
て
は
、
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
女
性

が
担
う
こ
と
が
多
く
、
職
場
・
地
域
社
会
に

お
い
て
は
、
役
職
な
ど
男
性
へ
の
負
担
の
偏

り
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
男
女
が
共
に
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
の
両

立
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
長
時

間
の
労
働
や
過
剰
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
る
よ
う
な
働
き
方
や
環
境
の
見
直
し
、
お

　
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
の

強
い
本
市
で
は
、
自
分
ら
し
く
一
人
ひ
と
り

が
尊
重
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
求
め
る
多
様
な

生
き
方
の
選
択
を
支
え
る
社
会
環
境
の
整
備

が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
男
女
が
と
も
に
仕
事
も
家
庭
生
活
も
満
足

感
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

　
伊
佐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
（
委
員
17
名
）
は
、
市
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策

定
に
対
す
る
提
言
を
行
う
た
め
に
、
暮
ら
し
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
基
本
計
画
書
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
６
つ
の
重
点
項
目
を

提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
10
月
26
日
、
中
川
伸
子
会
長
か
ら
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

習
な
ど
も
見
直
し
、
さ
ら
に
男
性
の
た
め
の

施
策
も
考
え
な
が
ら
、
幅
広
く
女
性
の
声
を

市
政
に
反
映
で
き
る
環
境
づ
く
り
も
工
夫
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
女
性
の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
期
待
し
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
男
性
の
意
識
改

革
は
も
と
よ
り
、
男
女
の
役
割
分
担
や
協
力

関
係
の
見
直
し
な
ど
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
施
策
を
進
め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

互
い
尊
重
し
合
い
な
が
ら
仕
事
や
家
庭
生
活
、

地
域
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
な
ど
へ
参
画

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
家
庭
生
活
に
お
け
る
家
事
・

育
児
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
男
女
が
責
任
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
の
解
消
と
同

時
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
へ
も
結
び
つ
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

１

２

３

男女共同参画基本計画の策定に向けた提
言
書
を
市
長
に
提
出

１、性別による固定的役割分担意識の解消　　　　　　　　　　　４、政策・方針決定の場における女性の参画　　　　　　　

２、あらゆる分野における男女共同参画の推進　　　　　　　　　５、女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた環境の整備

３、一人ひとりが、多様な生き方のできる環境づくり　　　　　　６、人権が尊重され、だれもが安心して暮らせる社会づくり
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政
策
・
方
針
決
定
の
場
に
お

　
　
　
け
る
女
性
の
参
画

　
　
　
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴

　
　
　
力
の
根
絶
に
向
け
た
環
境
の

　
　
　
整
備

　
　
　
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
だ
れ
も

　
　
　
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

　
　
　
づ
く
り

　
い
ろ
い
ろ
な
政
策
・
方
針
・
計
画
を
立
案

し
、
そ
れ
を
決
定
し
て
い
く
場
で
は
、
男
女

が
と
も
に
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
ま
た
新

し
い
視
点
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
に
配
慮
し
た
政
策
・
方
針
な
ど
が

生
ま
れ
、
実
施
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
女
性
の
登
用
比
率
の
目
標
を

30
パ
ー
セ
ン
ト
と
定
め
、
こ
れ
に
近
づ
く
よ

う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

現
状
は
市
議
２
名
、
教
育
委
員
１
名
、
農
業

委
員
２
名
な
ど
女
性
の
参
画
は
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
に
女

性
の
自
覚
を
積
極
的
に
促
す
と
と
も
に
、
女

性
が
参
画
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
実
施
や
女
性
の

た
め
の
研
修
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
人
材
育

成
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
登
用
に
関

わ
る
条
例
・
規
則
・
慣
行
・
し
き
た
り
な
ど

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
本
市
が
行
っ
た
「
伊
佐
市
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、

女
性
へ
の
暴
力
が
依
然
と
し
て
高
い
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
に
伊

佐
市
と
民
間
で
受
け
た
相
談
件
数
は
47
件
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
字
は
ほ
ん
の
一

部
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
暴
力
は
、
性
別
や
間
柄
を
問
わ
ず
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
や
男
女
の
優
劣
・
上

下
関
係
等
に
よ
る
社
会
の
構
造
的
な
問
題
と

し
て
暴
力
を
と
ら
え
、
そ
の
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

の
正
し
い
理
解
と
未
然
防
止
に
向
け
た
広

報
・
啓
発
の
推
進
、
相
談
体
制
の
充
実
、
関

係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
を

救
済
・
支
援
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
急
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
づ
く
り
で
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も

に
は
、
雇
用
環
境
を
見
直
し
、
安
心
し
て
子

育
て
や
介
護
の
で
き
る
環
境
及
び
支
援
体
制

な
ど
、
だ
れ
も
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
多
様
な
環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。

４

５６

重点項目
 つの６

か
ら
高
齢
者
ま
で
男
女
が
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
せ
る
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　
近
年
、
学
校
・
家
庭
を
は
じ
め
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
い
じ
め
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
未
来
を
築
く
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
暴

力
は
、
人
権
に
関
す
る
課
題
と
し
て
も
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓

発
な
ど
と
と
も
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
人
権
侵
害
を
受
け
や
す
い
子
ど

も
た
ち
や
高
齢
者
、
心
身
に
障
が
い
を
も
つ

人
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
社
会
的
な
保

護
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
男
女
が
生
涯
を
通
じ
て
、
性
別
に
よ
る
差

別
な
ど
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
の
性

を
尊
重
し
合
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

１、性別による固定的役割分担意識の解消　　　　　　　　　　　４、政策・方針決定の場における女性の参画　　　　　　　

２、あらゆる分野における男女共同参画の推進　　　　　　　　　５、女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた環境の整備

３、一人ひとりが、多様な生き方のできる環境づくり　　　　　　６、人権が尊重され、だれもが安心して暮らせる社会づくり
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行政からのお知らせ

問い合わせ先　川内川河川事務所菱刈出張所　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�２４５９
　　　　　　　市建設課川内川対策係　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　２２３１

　「曽木の滝分水路工事」に伴い、下図のとおり一部区間の通行
が今後できなくなりますので、曽木・針持地区～宮人地区へ曽木
大橋を通行される際には、「今後の通行経路」のように通行願い
ます。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

曽木大橋周辺（曽木・針持側）での
通行経路の変更について

年末年始の交通事故防止運動
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適
正
な
価
格
販
売
等
）
に
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

　年末年始は、夕暮れ時・夜間の交通事故の多発、飲酒に起因する事故
の発生が懸念されます。そこで、この運動を通じて、市民一人ひとりが
交通ルールの遵守と正しい交通マナーを実践して、悲惨な交通事故を防
止しましょう。
実施期間　平成 22 年 12 月 10 日（金）～ 平成 23 年１月 10 日（月）
スローガン　年末年始　マナーアップで　事故防止
最重点事項　高齢者の交通事故防止
　　　　　～「つけてますか？」運動・「おやっとさあ」運動の展開～
重点事項
○飲酒運転の根絶～飲酒運転８（やっ）せん運動の展開～
○夕暮れ時と夜間の交通事故防止
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底　
　～全席ベルト着用 !!「します・させます」運動の展開～

通行できなく
なる区間
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ま ち
の 話 題

曽木の滝公園もみじ祭
鮮やかな暖色につつまれた

　11 月 23 日、曽木の滝公園で第 49 回もみじ祭りが開催されました。
　澄みきった青空の中、本祭りが行われ秋の一日を満喫しようと、市内外から３万人ほど

の観光客が訪れました。
　公園中央に今年完成した芝生広場のステージでは、保育園
児のマーチングに始まり太鼓や棒踊り、吹奏楽の演奏と続
き、実愛（青空風音）・城山さくら・福井静さんのミニコン
サートが行われ会場は大いに盛り上がりました。
　また、大鶴湖では NPO 法人３団体による秋の大鶴湖船上
体験が今年も行われ約 560 人の乗船がありました。今年は、
昨年より水位が高く発電所遺構の近くまで行くことができ
ました。夜は、ライトアップされた曽木の滝に打ち上がる花

火が見る人を魅了していま
した。
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ISA City Topics

頑張れ奄美！ 薩摩街道を行く

　奄美豪雨被災者のために ｢ 救援米 ｣ とし
て、〝伊佐の新米〟3 キロ入りを 200 袋送
りました。現地の水不足に配慮して洗わず
に炊ける無洗米です。10 月 27 日に伊佐を
出発。翌日の台風の接近で到着が遅れ心配
されましたが 31 日には無事、奄美市役所
に到着しました。伊佐市も平成 18 年豪雨
災害のときには多くの方々から励ましてい
ただきました。一日も早い奄美の復興をお
祈り申し上げます。

　11 月７日、薩摩三大関所の１つで、室町時
代から明治の初めまで薩摩藩の重要な守りの拠
点となっていた「小川内関所」跡で小川内関所
祭りが、開催されました。東哲郎先生（伊佐市
文化財保護審議会会長）による講話のあと、難
所といわれた「亀坂」の散策をしました。参加
者は当時の人々の旅の姿を思い浮かべたようで
した。山野小学校の児童による踊りや和太鼓グ
ループ絵

か い き ょ う

響による演奏、ＪＡ女性部による手踊
りなどを観覧しながら昼食をとりました。

　11 月 13、14 日に開催された「2010 伊佐ふるさとまつり」は、
口蹄疫が畜産農家や商店街など地域に与えた影響を吹き飛ばすかの
ように 2 日間の来場者数は 1 万 6 千人と大盛況でした。目玉の黒毛
和牛の丸焼き、黒豚焼肉、シカ焼肉、自然薯、椎茸など試食販売も
好評で地場産業の消費拡大に大いに貢献しました。
　ステージを盛り上げた歌や踊り、民俗芸能に観客は拍手喝采で、
隣接する会場で同時開催されたスポーツイベントにも県内各地から
選手とその応援団が参加し、試合後には、ユニフォーム
　　　　姿でお土産を購入する姿が多く見られました。

2010 伊佐ふるさとまつり

秋の大収穫祭
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　10 月 24 日、大口南中学校ＯＢのまちおこしグ
ループ「伊

い ざ

佐゛やったろ会」のメンバーを中心に
地域の方々約 50 人が曽木の滝公園入口に、シバ
サクラなど約 10 種類の花の苗１万株を植えまし
た。同会は８月末から、雑草の生い茂った緑地帯
の草取りや土返しなどの準備を行い、当日は早朝
から３時間かけて丁寧に花の苗を植えました。
　来年春の“花かごしま 2010”開催時には、色
鮮やかに咲く花が、曽木の滝公園まで気持ち良く
来場者を迎えてくれることでしょう。
　ぜひ、一新した玄関口を通って曽木の滝公園に
お越しください。

　11 月 21 日、九州石油発動機愛好会の主催
で「発動機の展示運転会」が開催されました。
　大小多数の磨き上げられた発動機がドッ
ドッドッドッとリズムを刻む様は、約 90 年
前のものとは思えない力強い音で圧巻でした。
遠くは東京・埼玉からの参加者もあり、独特
の油のにおいや煙が漂う会場には多くの観客
が訪れ大正・昭和の香りを楽しみました。

曽木の滝公園入口に花苗を植栽

懐かしい音とにおい
発動機展示運転会

文化の秋を堪能

　伊佐市文化祭（伊佐市文化協会主催）が開
催され、多くの観客で賑わいました。今回は、
合併後２回目の開催で、舞台発表部門（43
団体出演）が 10 月 30・31 日に伊佐市文化
会館で、作品展示部門（17 団体出展）が 11
月 7 日に菱刈農業者トレーニングセンターで
行われました。幼稚園・保育園の子どもたち
から高齢者まで幅広い世代の“伊佐のスター・
アーティスト”が参加し、日ごろの活動成果
を発表しました。

曽木の滝水力発電計画基本協定締結式
　曽木の滝の河川水を利用した小水力発電事業の
ために伊佐市と日本工営㈱は 10 月 22 日に基本
協定を締結しました。市は、土地を提供し、日本
工営は、建設・保有・運営をすることになります。
　発電量は、年間 354 万キロワットアワーで、一
般家庭 1000 軒分の年間電力使用量に相当します。
建設費 4 億 3700 万円は全額、日本工営が負担し
利益の一部は市に還元されます。
　運転開始は平成 24 年 4 月の予定で、自然エネ
ルギー活用による市のイメージアップや曽木の滝
観光の活性化などへの期待が高まります。
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新納忠元没後 400 年祭

　11 月 14 日、「新納忠元没後 400 年祭」が忠
元神社境内で行われました。当日は市内外から
約 250 人が参加し、神事が行われた後、居合・
詩吟・棒踊り・手踊りが次々と奉納され、400
年祭にはなを添えました。
　この事業の集大成というべき、「二才咄格式
定目」を彫った高さ３ｍ、幅３．６ｍの石碑の
除幕が行われました。石碑が子どもたちの育つ
道しるべになることと期待しています。
　また、隣接する多目的広場では前日から「新
納忠元没後 400 年記念」と銘打っておこなわれ
た「伊佐地区少年サッカー大会」の決勝戦も実
施され、羽月サッカースポーツ少年団が優勝し
ました。

湯之尾神舞奉納

　11 月 23 日、菱刈川北の湯之尾神社で
「湯之尾神舞」の奉納が行なわれました。
　これは五穀豊穣、無病息災を祈って毎
年豊祭の夜に奉納されるもので、県の無
形民俗文化財に指定されています。今年
は、伝承されている 26 番の舞のうち「花
舞」など 13 番が奉納されました。
　神舞は約 500 年以上続くと考えられて
おり厳かな雰囲気で始まった舞につめか
けた多くの観衆が見入っていました。「花
舞」では、湯之尾小学校の子どもたちの
かわいらしい舞のしぐさに、大きな拍手
や声援が送られていました。

社会福祉功労表彰
【功労者表彰】
堀下末夫（伊佐市身体障害者協会）
三宅みずえ（社会福祉法人  大一会）
内村光子（社会福祉法人  隼仁会）
久保浩子（社会福祉法人  羽月保育園）
濱木奈奈美（手話サークル  コアラ）
福島洋子（伊佐市ボランティア連絡協議会）
朝日町自治会（大口校区コミュニティ協議会）

福祉作文コンクール表彰
【優秀賞】
赤池心矢（大口小２年）
溝口　悠（菱刈中３年）

【優良賞】
轟木里咲（本城小３年）
栗須祐輔（田中小６年）
井立田昌汰（山野中３年）
鵜木直翔（菱刈中１年）

【入　選】
梶木優希（山野小５年）
中山　淳（山野小４年）
内藤玲佳（大口小１年）
徳永ひなの（山野中２年）

　10 月 31 日、“ともにささえる　思いやり”を大会ス
ローガンに大口ふれあいセンターで第２回伊佐市社会福
祉大会が開催されました。
　宮崎大学名誉教授（前学長）住吉昭信氏の記念講演「生
活習慣病を中心に」では、『諸悪の根源である動脈硬化
は「沈黙の病気」である。症状が出てからは遅い。その
元になる生活習慣病の予防が大切』と話されました。

　社会福祉功労賞・福祉作文の表彰式もあり受賞者を代表して“手話サークルコアラ”の濱木奈菜美さ
んが、手話を交えてあいさつをされました。受賞者は次のとおりです。（敬称略）

イラスト：長尾美紀さん

“ともにささえる　思いやり”
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　８月 29 日、10 月 23 日の早朝、大口中央
交番連絡協議会員、安全運転協議会員、伊佐
署員の 20 人が大口・牛尾小学校の通学路内
のロードミラー及び道路標識の清掃を行いま
した。また、11 月６日には、㈳伊佐市シル
バー人材センター会員 42 人が羽月校区のロ
ードミラーの清掃を行い、たくさんのロード
ミラーが奇麗になりました。ありがとうござ
いました。
　よく見えるようになったロードミラーで安
全確認をしっかり行い、交通安全に努めまし
ょう。

　10 月 26 日の任命式では、（写真左から）
瀬戸口和茂さん、井上美沙さん、村岡幸さん、
宮脇小夏さんに委嘱状が交付され、市長から

「これから 1 年間、笑顔いっぱいで体に気を
つけて頑張ってください」との激励に、４人
は「頑張ります」と笑顔でこたえました。４
人は 11 月 23 日の〝もみじ祭り〟が初仕事で、
県内外へ伊佐市をアピールしました。今後は

〝春の桜まつり〟など各種イベントに参加し、
伊佐市の顔としての活躍に期待します。

　俳優の榎木孝明さんが ｢ 伊佐市ふるさと大
使 ｣ に任命されました。
　11 月 19 日、任命式が行われ、榎木さんご
本人が出席。「伊佐市の魅力を全国に広く宣
伝して欲しい」と隈元市長から委嘱状を手渡
されると、榎木さんは笑顔で受け取り、｢ ふ
るさとの自然や歴史、観光など PR 活動に積
極的に取り組みたい ｣ と意欲を語られました。
大使の任期は、平成 25 年３月 31 日までと
なっています。
　伊佐市にとって頼もしい応援隊長の誕生と
なりました。

｢ 伊佐市の応援隊長 ｣「伊佐市 PR レディ・ボーイ」
の新しい顔

ロードミラー清掃ボランティア

　11 月６日～ 14 日、芸術イベント「Artist 
Colony EL DOLADO in 布計」が布計小学校
跡で開催されました。初日は音楽イベントや
各種ワークショップがあり、普段静かな集落
に多くの人が集まり賑わいました。
　校舎内には、地元出身者などが描いた絵画
や昭和 30 年代の集落の写真など多数の展示・
販売もありました。
　11 月 12 日には、このイベントに出店され
た画家の市来功成さん（針持出身）が来庁さ
れ、伊佐市のために役立ててくださいと絵の
売上金の一部が寄附されました。ありがとう
ございました。

芸術イベント in 布計
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目
―
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地
域
づ
く
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地
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参
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い
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報
告
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。

　
伊
佐
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は
、
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頃
か
ら
地
域
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た
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役
立
ち
た
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思
う
「
社
会
貢
献
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欲
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あ
る
市
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占
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１
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20
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も
上
回
る
高
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で
ま
し
た
。

　
地
域
活
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等
へ
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Ｐ
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Ａ
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団
体
活
動
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と

も
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年
代
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問
わ
ず
何
ら
か
の
地
域
活

動
等
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参
加
し
て
い
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と
回
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し
て
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ま
す
。

　
地
域
の
課
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と
し
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重
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と
思
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事
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つ
い
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は
、
年
代
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性
別
に
よ
っ

て
関
心
の
高
い
項
目
が
異
な
り
、
高
年

齢
で
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地
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。
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き
る
期
間

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
、
特
定

継
続
的
役
務
提
供
取
引
（
エ
ス
テ
な

ど
）
は
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
8
日
間
、
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル

チ
商
法
）
や
業
務
提
供
誘
引
販
売
取

引
（
内
職
商
法
な
ど
）
は
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
20
日
間
で
す
。
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の

○
３
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０
０
円
未
満
の
現
金
取
引
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化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
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を
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し
た
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合
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自
動
車
の
購
入

ク
ー
リ
ン
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の
方
法

○
ク
ー
リ
ン
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書
面
で
行

　
い
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す
。

○
証
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が
残
る
よ
う
に
特
定
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郵

　
便
や
簡
易
書
留
で
出
し
ま
し
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う
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○
は
が
き
の
場
合
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両
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を
コ
ピ
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し
て
保
管
し
ま
す
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
�
「
地
域
づ
く
り
と
地
域
参
画
」

守
り
」「
地
震
・
台
風
・
火
災
な
ど
へ
の
、

し
っ
か
り
と
し
た
防
災
・
災
害
復
興
対

策
」
を
、
若
年
層
で
は
「
誰
も
が
参
加

し
や
す
い
地
域
活
動
の
検
討
」「
子
育

て
支
援
」
が
重
要
で
あ
る
と
挙
げ
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
慣
習
や
し
き
た
り
の
現
状
に

つ
い
て
は
、「
会
合
や
行
事
等
の
湯
茶
・

食
事
の
準
備
や
後
片
付
け
は
女
性
の
役

割
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
」
割
合
が
、

全
て
の
年
代
に
お
い
て
高
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
　

勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
あ
な
た
が
今
、
心
に
大
き
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
な
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
12
月
１
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

【はがきの表】 【はがきの裏】

認
印
で
よ
い

個
人
名
は
書
か
な
い
こ
と

『
業
者
宛
』

必ず郵便局の窓口で配達記録
便（または簡易書留）にする。

必ずはがきの裏・表とも
コピーをとり保管する。

契約解除通知

契約年月日
商   品    名
価        格
販 売 店 名

平成　　年　　月　　日

氏名（契約当事者署名）
住所

上記日付の全ての契約を都合
により解除します。

㊞

宛
先
を
書
く

会
社
名代

表
責
任
者
様

〒 -
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
き
方
（
例
）

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
場
合
、
ク

　
レ
ジ
ッ
ト
会
社
（
信
販
会
社
）
に
も

　
同
様
の
通
知
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
訪
問
販
売
で

　
は
、
勧
誘
を
断
っ
た
人
へ
再
び
勧
誘

　
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に

　
な
り
ま
し
た
（
再
勧
誘
の
禁
止
）。
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冬
季
の
嘔
吐
下
痢
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代
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ウ

イ
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ス
と
し
て
ノ
ロ
ウ
イ
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ス

が
あ
り
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す
。
ヒ
ト
か
ら
ヒ
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に
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し
、
爆
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行
す

る
こ
と
が
あ
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ま
す
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で
、
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の
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努
め
る
こ
と
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す
。

症
状

　
主
な
症
状
は
吐
き
気
、
嘔
吐

及
び
下
痢
で
す
。
嘔
吐
・
下
痢

は
１
日
数
回
か
ら
ひ
ど
い
時
に

は
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回
以
上
の
時
も
あ
り
ま
す
。

感
染
し
て
か
ら
発
病
す
る
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で

の
期
間
は
短
く
て
数
時
間
～
数

日
（
平
均
１
～
２
日
）
で
あ
り
、

症
状
の
持
続
期
間
も
数
時
間
～

数
日
と
短
期
間
で
す
。
ご
く
ま

れ
に
嘔
吐
物
を
の
ど
に
詰
め
て

窒
息
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

治
療

　
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症

状
の
続
く
期
間
は
短
い
で
す
か

ら
、
そ
の
間
は
脱
水
に
な
ら
な

い
よ
う
に
で
き
る
限
り
水
分
補

給
を
す
る
こ
と
（
場
合
に
よ
っ

ノロウイルス感染症の

予防について

て
は
病
院
で
点
滴
を
し
て
も
ら

う
こ
と
）
が
大
切
で
す
。

感
染
経
路

経
路
１

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ

た
水
や
食
物
に
よ
る
感
染
、
つ

ま
り
食
中
毒
で
す
。
特
に
生
カ

キ
を
食
べ
た
後
に
発
症
す
る
こ

と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
枚
貝
を
内
臓
ご
と
調
理
す
る

際
に
は
十
分
に
過
熱
・
調
理
し
、

使
用
し
た
器
具
も
熱
湯
消
毒
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

経
路
２

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
で
汚
染
さ
れ

た
手
や
衣
服
な

ど
に
接
触
す
る
場
合
で
す
。
最

終
的
に
は
接
触
後
汚
染
さ
れ
た

手
を
使
っ
て
、
食
べ
物
を
口
に

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま

す
。

　
症
状
回
復
後
で
も
１
週
間
程

度
、
長
い
場
合
は
１
か
月
に

渡
っ
て
便
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
排

泄
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

　
最
も
重
要
で
効
果
的
な
予
防
方
法
は
、

『
流
水
・
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
』
で
す
。

帰
宅
時
、
食
事
前
に
は
、
家
族
全
員
が
手
洗

い
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
の
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
調
理
と
配
膳
は
、
十
分
に
流
水
や
石
け
ん
で
手
を
洗
っ
て

　
か
ら
行
う
。

○
貝
類
の
内
臓
を
含
ん
だ
生
食
は
、
時
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

　
染
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
。

○
衣
服
・
物
品
や
嘔
吐
物
を
洗
い
流
し
た
場
所
の
消
毒
は
、

　
塩
素
系
消
毒
剤
（
商
品
名
：
ミ
ル
ト
ン
、
ピ
ュ
ー
ラ
ッ
ク

　
ス
な
ど
）
や
漂
白
剤
（
商
品
名
：
ハ
イ
タ
ー
、
ブ
リ
ー
チ

　
な
ど
）
を
使
用
す
る
。（
嘔
吐
物
等
で
汚
れ
た
衣
類
を
そ

　
の
ま
ま
洗
濯
機
で
洗
う
と
、
洗
濯
槽
内
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　
が
付
着
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
衣
類
に
も
ウ
イ
ル
ス
が

　
付
着
す
る
。）

※
塩
素
系
消
毒
剤
や
漂
白
剤
を
使
っ
て
、
手
指
な
ど
の
体
の

　
消
毒
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
力
は
極
め
て
強
力
で
す
。
毎
年

発
生
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
を
阻
止
す
る
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
流
行
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
に
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
楽
し
い

年
末
年
始
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
参
考:

国
立
感
染
症
研
究
所
Ｈ
Ｐ
）
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レ シ ピ

　
飽
食
の
時
代

を
迎
え
た
日
本

で
、
戦
中
戦
後
の

よ
う
に
栄
養
失
調

に
な
っ
て
し
ま
う

人
が
い
る
そ
う
で

す
。
３
食
き
ち
ん

と
食
べ
て
い
て
も
、

栄
養
に
気
を
使
っ
て
い
て
も｢

低
栄
養

｣

に
な
る
ん
で
す
。
食
欲
や
体
型
で
判

断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
70
歳
以
上
の

6
人
に
1
人
は
「
低
栄
養
状
態
」
に
あ

る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
平

成
の
栄
養
失
調
と
言
わ
れ
る｢

低
栄
養

｣

は
貧
血
、
骨
折
な
ど
を
引
き
起
こ
す

怖
い
状
態
な
の
で
す
。
低
栄
養
の
体
は
、

タ
ン
パ
ク
質
不
足
の
こ
と
な
の
で
、
伝

統
的
な
日
本
食
（
ご
飯
、
味
噌
汁
、
漬

け
物
、
煮
物
、
魚
）
だ
け
で
は
十
分
な

タ
ン
パ
ク
質
が
摂
取
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
卵
や
肉
な
ど
少
量
加
え

る
こ
と
が
、
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
を
満

た
す
た
め
に
必
要
で
す
。

〈
ち
ょ
っ
と
い
い
情
報
〉

　
毎
日
食
べ
る
べ
き
10
品
目
（
肉
、
魚
、

卵
、
乳
、
大
豆
、
海
藻
、
イ
モ
、
果
物
、

油
、
緑
黄
色
野
菜
）
を
表
に
し
、
食
べ

〈材　料〉　４人分
れんこん　　　２節　　　　木綿豆腐　　１丁
たまねぎ 　１/ ２個　　　　しょうが　  　１片
大根　　　 １/ ４本　　　 　 青じそ　    　10 枚
なめたけ（瓶詰）大さじ４　
めんつゆ　１/ ４カップ　　  ポン酢　 大さじ２
酢、からくり粉、しょうゆ、塩コショウ、サラダ油

　
①豆腐の水気をきっておく。たまねぎはみじん切りに
　して炒める。
②レンコンは皮をむいて酢水にさらす。3/4 をすりお
　ろし軽く水気を絞り、残りはみじん切りにする。
③ボウルに①②を入れて混ぜ、しょうがのすりおろし、
　かたくり粉大２、しょうゆ小１、塩コショウ少々を
　加えて、さらに混ぜる。
④③を４等分し空気を抜くように形をととのえ、サラ
　ダ油をひいたフライパンで両面色よく焼く。
⑤器に④を盛り、大根おろし、なめたけ、千切りした
　青じその順にのせる。めんつゆ、ポン酢を合わせた
　ソースをかける。

〈作り方〉

レンコンバーグ
レ
ン
コ
ン
バ
ー
グ

｢ どうして私が？ ｣
からだに栄養

伊佐の味 食生
おいしいものでいきいき笑顔になるなる

た
ら
○
を
書
き
込
む
よ
う
に
す
る
と
、

ま
ん
べ
ん
な
く
食
材
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
！
秋
田
県
の
大
仙
市
で
こ
の
食
事

法
を
取
り
入
れ
る
と
低
栄
養
の
人
は
1

／
３
に
減
り
、
ま
た
動
脈
硬
化
リ
ス
ク

が
減
少
、
平
均
寿
命
も
上
昇
と
い
う
成

果
が
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
試
し
て
み

る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
す
よ
。
今
回
は
、

高
齢
者
を
対
象
に
し
た｢

い
き
い
き
サ

ロ
ン｣
で
の
料
理
講
習
会
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
低
栄
養
解
消
メ

ニ
ュ
ー
①
鶏
肉
入
り
か
や
く
ご
飯
②
白

菜
と
あ
さ
り
の
み
そ
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
③

レ
ン
コ
ン
バ
ー
グ
④
ひ
じ
き
の
柔
ら
か

煮
。
材
料
に
〇
を
つ
け
て
い
く
と
見
事

９
つ
、
あ
と
一
つ
足
り
な
か
っ
た
の
は

イ
モ
で
、
残
念
！
と
思
い
き
や
、
お
や

つ
に
〝
が
ね
あ
げ
〟
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
カ
ン
ペ
キ
10
品
目
◎

Vol.02

～
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
ぎっちょんちょん 　群ようこ
　バツイチ子持ち、アラフォーのエリコ。ふと耳
にした小唄がきっかけですっかり三味線にはま
り、気がつけば 39 歳で芸者デビュー！遅咲きの
夢に奮闘＆邁進、てんやわんやの華麗な転身記。
　『波』連載を加筆修正して単行本化。　

【12 月の休館日】
12 月 ６日（月） ・ 13 日（月）
　　 20 日（月）・27 日（月）
　　 28 日（火）～ 31 日（金）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　12 月 25 日（土）　10:30 ～
場　所　大口図書館
クリスマスおはなし会＆ブックスタート
日　時　12 月 18 日（土）   おはなし会：10:00 ～　
　　　　　　　　　　　　ブックスタート：11:00 ～
場　所　菱刈図書館
※おはなし会にはどなたでも参加できます。
※ブックスタートは、出産予定の人、２歳未満の赤ちゃん
　とその保護者で初めて参加される人に限らさせていただ
　きます。なお、当日は母子健康手帳をご持参ください。
　参加につきましては、事前に菱刈図書館まで連絡をお願
　いします。

【図書館へ献本】
永山保雄さん　　　（尾之上）
久木田優さん　　　（とどろ）　
レインズ民子さん　（アメリカ）

【　児　童　】
タブスおばあさんと三匹のおはなし ヒュー・ロフティング
うわさのようちえん  あきばこのうわさ きたやまようこ
かぜがふいてきた… いもとようこ
十二支のしりとりえほん 高畠純

【　一　般　】
鋼鉄の叫び 鈴木光司
ツナグ 辻村深月
沈黙の檻 堂場瞬一
還暦探偵 藤田宜永
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伊佐市からのお知らせ

試
　
験

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
収

集
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
12
月
８
日
（
水
）
８
時
～
15
時

収
集
処
分
場
所

　
伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１
―
７
３

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

に
つ
い
て

「
第
62
回
人
権
週
間
」

12
月
４
日
（
土
）
～
10
日
（
金
）　

　
人
権
や
差
別
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し

ょ
う
。

人
権
週
間
の
強
調
事
項

○
女
性
・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

　
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

　
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

　
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

　
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

　
は
や
め
よ
う

人
権
作
文
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
横
川

日
　
　
時
　
12
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

場
　
　
所
　
霧
島
横
川
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料
　

特
設
人
権
相
談

　
日
頃
よ
り
人
権
に
つ
い
て
、
悩
み
ご
と
や

相
談
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
日
　
時
　
12
月
７
日
（
火
）
10
時
～
15
時

◇
菱
刈
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ま
ご
し

　
館
）

　
日
　
時
　
12
月
14
日
（
火
）
10
時
～
15
時

伊
佐
市
の
人
権
擁
護
委
員

▽
今
村
孝
二
（
山
野
）　
　  

☎
�
９
０
３
２

▽
神
野
政
秀
（
大
口
東
）　   

☎
�
７
３
８
１

▽
新
屋
敷
紀
念
（
大
口
東
）  

☎
�
８
５
２
４

▽
田
代
伊
津
子
（
大
口
）　  

☎
�
４
３
９
８

▽
松
下
竹
二
郎
（
本
城
）　  

☎
�
３
０
３
６

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

入
学
試
験
日
程

中
学
校

　
Ａ
日
程
　
平
成
23
年
１
月
７
日
（
金
）

　
Ｂ
日
程
　
平
成
23
年
１
月
23
日
（
日
）

高
　
　
校
　
平
成
23
年
１
月
30
日
（
日
）

Ａ
日
程
出
願
期
限
　

　
平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）

出
願
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９

http://w
w

w
.okuchim

eiko.ac.jp

日
　
　
時
　
12
月
18
日
（
土
）・
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
　
　
場
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

定
　
　
員
　
20
人

受
講
料
　
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
�
０
５
６
９

大
口
保
健
所
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
１
０
３

精
神
障
が
い
者
の
家
族
の
た
め
の
学

習
会

お
知
ら
せ

▽
向
江
知
恵
子
（
南
永
）      

☎
�
３
９
５
１

　
人
権
週
間
以
外
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
市
民
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
２

鹿
児
島
県
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
０
０
６
４

第
51
回
南
日
本
10 

km
ロ
ー
ド
通
信
競

技
大
会
・
２
０
１
０
伊
佐
地
区
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者
募
集

募
　
集

期
　
　
日
　
12
月
19
日
（
日
）

場
　
　
所
　
伊
佐
市
陸
上
競
技
場
周
辺

受
　
　
付
　
伊
佐
市
陸
上
競
技
場
入
口
前

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
９
時
30
分
　

種
　
　
目

▽
10 

Km
（
高
校
生
以
上
男
子
）

11
時
00
分
ス
タ
ー
ト

▽
３
Km
（
中
学
生
以
上
女
子
）　

11
時
05
分
ス
タ
ー
ト

▽
３
Km
（
中
学
生
以
上
男
子
）　

10
時
15
分
ス
タ
ー
ト

▽
２
Km
（
小
学
４
～
６
年
生
）

10
時
35
分
ス
タ
ー
ト

▽
１
・
２
Km
（
小
学
１
～
３
年
生
）

10
時
00
分
ス
タ
ー
ト

申
込
方
法

　
①
住
所
②
氏
名
③
性
別
④
参
加
種
目
⑤
学

年
（
一
般
は
年
齢
を
記
入
）
⑥
電
話
番
号
を
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
伊
佐
地
区
駅
伝
運

営
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
12
月
10
日
（
金
）
必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
２
１

伊
佐
市
大
口
鳥
巣
３
０
５
番
地

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
　
伊
佐

地
区
駅
伝
運
営
委
員
会
事
務
局

☎
�
６
３
２
０
・
　
�
０
９
８
１
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Isa City Infomation

　
平
成
23
年
4
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希

望
さ
れ
る
人
の
、
意
向
調
査
の
た
め
の
申
込

事
前
受
付
を
行
い
ま
す
。
新
規
、
継
続
を
問

わ
ず
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

保
育
園
入
所
希
望
調
査

申
込
期
間
　
12
月
8
日
（
水
）
～
15
日
（
水
）

申
込
場
所
　

　
市
内
各
保
育
所
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

（
大
口
庁
舎
）、市
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

提
出
す
る
も
の

▽
新
規
入
所
ま
た
は
保
育
所
変
更
児
童

　
保
育
所
入
所
申
込
書
（
大
口
庁
舎
は
福
祉

事
務
所
、
菱
刈
庁
舎
は
地
域
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。）

▽
継
続
入
所
児
童

　
保
育
所
継
続
入
所
申
込
書
（
後
日
保
育
所

を
通
じ
て
配
布
が
あ
り
ま
す
。）

入
所
基
準

　
次
の
理
由
に
よ
り
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
入
所
で
き
ま
す
。

①
保
護
者
が
家
庭
内
外
で
労
働（
家
事
以
外
）

　
を
し
て
い
る
。

②
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い
こ
と
。

③
保
護
者
が
疾
病
等
の
と
き
、
ま
た
は
親
族

　
の
介
護
を
し
て
い
る
。

④
災
害
等
で
保
育
が
で
き
な
い
。

選
考
基
準

　
継
続
入
所
児
童
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
き
ょ

う
だ
い
の
入
所
、
障
が
い
児
を
優
先
し
て
入

所
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
人
数
調
整
等
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
今
回
の
申
込
受
付
は
、
保
育
入
所
意
向
調

査
が
目
的
で
す
。

　
改
め
て
来
年
の
１
月
に
聞
き
取
り
調
査
と

必
要
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、就
労
証
明
書
等
）

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
保
育
所
の
定
員

大
口
保
育
園
　
　
　
　
60
人

大
口
里
保
育
園
　
　
　
60
人

明
徳
寺
保
育
所
　
　
　
60
人

山
野
保
育
園
　
　
　
　
50
人

羽
月
保
育
園
　
　
　
　
90
人

あ
ゆ
み
保
育
園
　
　
　
60
人

み
ど
り
保
育
園
　
　
　

150
人

紅
洋
保
育
園
　
　
　
　
45
人

慈
光
保
育
園
　
　
　
　
45
人

ひ
し
か
り
保
育
園
　
　
40
人

湯
之
尾
保
育
園
　
　
　
45
人

本
城
保
育
園
　
　
　
　
40
人

田
中
保
育
所
　
　
　
　
60
人

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
２

　
㈱
三
宝
保
全
　
　
　
　
　
☎
�
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　
農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
・
ト

ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料
ラ
ッ
ピ
ン
グ
用

フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
、
育
苗
ポ
ッ
ト
等

処
分
料
金
　

1
㎥
当
り
２
、３
０
０
円

産
業
廃
棄
物
税
　
１
ｔ
当
り
１
、０
０
０
円

経
費
負
担
割
合

　
排
出
業
者
（
農
家
）・
市
・
農
協
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１

そ
の
他

▽
助
成
金
は
後
日
清
算
し
ま
す
。

▽
処
分
場
に
搬
入
す
る
際
は
、
処
分
料
金
と

　
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
搬
入
物
の
検
査
、
量
の
確
認
を
当
協
議
会

　
で
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
運
搬
す
る

　
場
合
、
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え
付

　
け
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
（
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組

合
駅
前
支
所
生
産
資
材
課
）
☎
�
０
２
２
６

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会

期
　
　
日
　
12
月
18
日
（
土
）

場
　
　
所

▽
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
10
時
～
11
時

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
14
時
～
15
時

入
場
料
　
無
料

上
映
作
品
　

①
３
び
き
の
子
ぶ
た

②
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
ジ
ュ

③
ラ
ン
ボ
ー
の
あ
ぶ
な
い
い
た
ず
ら

問
い
合
わ
せ
先
　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
大
口
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
）　
　
　
　   

☎
�
１
６
１
３

日
　
　
時

　
平
成
23
年
１
月
28
日
（
金
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所
　
出
水
市
中
央
公
民
館

内
　
　
容

　
福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
求
職
希
望
者

が
、
仕
事
内
容
、
求
人
時
期
、
条
件
、
募
集

方
法
等
に
つ
い
て
個
別
に
面
談
す
る
。

参
加
対
象
者

○
求
職
者
等

　
福
祉
職
場
へ
就
職
を
希
望
す
る
一
般
求
職

者
及
び
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
の
最
終

学
年
在
学
生
並
び
に
福
祉
施
設
に
関
心
の
あ

る
人
並
び
に
進
路
指
導
担
当
者

○
求
人
施
設

　
求
人
中
ま
た
は
平
成
23
年
８
月
ま
で
に
求

人
予
定
の
あ
る
福
祉
施
設
の
人
事
担
当
者

参
加
費
　
無
料

参
加
申
込
期
限
　
12
月
24
日
（
金
）

※
申
込
は
求
人
施
設
の
み
で
す
。
求
職
者
関

　
係
は
当
日
受
付
（
事
前
予
約
不
要
）
に
な

　
り
ま
す
。

そ
の
他

　
当
日
は
同
会
場
内
に
、
求
職
登
録
・
情
報

提
供
・
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
　
　
　
☎
０
９
９
・
２
５
８
・
７
８
８
８

福
祉
の
職
場 

ミ
ニ
就
職
面
談
会
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伊佐市からのお知らせ

　
12
月
は
医
療
費
助
成
金
の
申
請
締
切
日
を

12
月
17
日
（
金
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　

市
福
祉
事
務
所
障
害
者
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
６

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
の

申
請
締
切
日
を
変
更
し
ま
す

第
２
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
研
修
会

日
　
　
時
　
12
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
　
　
所

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　
福
祉
機
器
展
示
並
び
に
説
明
会

担
当
者
　
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
や
ひ
と☎

�
８
０
０
０

日
　
　
時
　
12
月
12
日
（
日
）
13
時
30
分
～

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
大
口
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
）　
　
　
　   

☎
�
１
６
１
３

平
成
22
年
度
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

調
理
師
の
皆
さ
ま
へ
！

　
平
成
22
年
度
は
就
業
届
を
提
出
す
る
年
で

す
。

届
出
の
必
要
な
人

　
調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
平
成

22
年
12
月
31
日
現
在
に
お
い
て
、
県
内
の
寄

宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、
社
会
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、

飲
食
店
、
そ
の
他
多
人
数
に
飲
食
物
を
提
供

し
て
い
る
施
設
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ

い
製
造
業
等
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

調
理
師

届
出
方
法

　「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
、
平
成
23

年
１
月
15
日
（
土
）
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
、
県
庁
健
康
増
進
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
の
提
出
先

▽
鹿
児
島
市
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

　
人
　
↓ 
　
県
庁
健
康
増
進
課
へ

▽
鹿
児
島
市
以
外
の
県
内
市
町
村
で
調
理
業

　
務
に
従
事
し
て
い
る
人
　
↓
　
就
業
地
を

　
管
轄
す
る
県
の
保
健
所
へ

提
出
方
法

　
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参
ど
れ
で

も
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
１
１
１
○内　　２
７
１
８

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
「
高
校
生
の
た

め
の
就
職
面
接
会
in
霧
島
」
の
開
催

に
つ
い
て

　
将
来
、
地
元
を
担
う
若
者
た
ち
が
就
職
人

生
の
ス
タ
ー
ト
に
立
て
る
よ
う
、
ま
た
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
人
材
を
一
人
で
も
多
く
採
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
平
成
23
年
１
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

場
　
　
所
　

　
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
霧
島
市
役
所
）

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

受
付
期
限
　
12
月
17
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

国
分
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
５
３
１
１

　
社
会
保
険
料
控
除
で
使
用
す
る
国
民
健
康

保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
支
払
済
額
の
確
認
書
（
普
通
徴
収

の
み
）
を
発
行
し
ま
す
。

　
必
要
な
人
は
市
税
務
課
（
大
口
庁
舎
） 

ま

た
は
市
地
域
総
務
課
税
務
係
（
菱
刈
庁
舎
）

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
「
普
通
徴
収
」
と
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

　
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

　
い
い
ま
す
。

平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

皆
さ
ま
へ

必
要
な
も
の

○
申
請
書
（
各
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

○
印
鑑
（
認
印
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

　
が
必
要
で
す
。）

※
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
は
、
本
人
確
認
の
で

　
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課
市
民
税
係
　 

☎
�
１
３
１
１
○内　 

１
１
８
６
～
１
１
８
９

　
年
末
は
、
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
が

殺
到
し
、
し
尿
処
理
施
設
へ
の
搬
入
量
が
急

増
し
て
処
理
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
し
尿

汲
み
取
り
の
申
し
込
み
は
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

し
尿
収
集
に
つ
い
て

申
込
先

㈲
大
口
伊
佐
清
掃
社
　
　
　
☎
�
３
１
３
１

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
!

献
血
日
程
　
12
月
16
日
（
木
）

▽
伊
佐
市
役
所
（
大
口
庁
舎
） 

９
時
30
分
～
11
時

▽
松
元
病
院
　
　
　
　
　
12
時
30
分
～
14
時

▽
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
大
口
支
所

　（
大
口
保
健
所
）　
　
　
　
　
15
時
～
16
時

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６
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誕
　
生

 

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

池
本
　
美み

と都
（
大
輔
・
重
留
東
）

上
野
　
鈴す
ず

（
慎
司
・
菱
刈
ハ
イ
ツ
）

大
石
　
華か

み

ゆ
心
優
（
克
哉
・
八
坂
団
地
）

小
門
　
樹
い
つ
き
（
康
・
大
峰
）

杉
山
　
湊み
な
と音
（
省
二
・
向
江
）

田
浦
　
咲さ

な七
（
栄
三
・
あ
た
ご
）

遠
矢
　
寛か
ん
じ仁
（
淳
平
・
陣
之
尾
）

原
口
　
康こ
う
き喜
（
圭
介
・
猶
原
）

平
山
　
琥こ
う
き絆
（
明
彦
・
築
地
下
）

福
崎
　
大や
ま
と斗
（
弘
昭
・
里
町
）

前
永
　
優ゆ
う
か華
（
隆
博
・
本
城
宇
都
）

宮
園
　
陽は
る
ひ
と仁
（
典
秀
・
郡
山
）

森
下
　
頼ら
い
と音
（
飛
雄
馬
・
田
中
上
）

山
口
　
迅じ
ん

（
雄
生
・
山
田
中
原
）

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

棈
松
　
美
勝
　
　
　
90
　（
西
原
）

有
山
　
凉
子
　
　
　
87
　（
青
木
ケ
島
）

折
田
　
カ
セ
　
　
　
103
　（
多
々
良
石
）

北
村
　
ト
シ
子
　
　
96
　（
と
ど
ろ
）

白
谷
　
春
雄
　
　
　
78
　（
上
青
木
中
）

竹
内
　
武
雄
　
　
　
98
　（
中
戸
切
）

東
　
八
郎
　
　
　
　
73
　（
中
山
）

堀
之
内
　
愛
子
　
　
89
　（
西
原
）

前
田
　
美
代
　
　
　
87
　（
永
尾
）

丸
山
　
武
久
　
　
　
76
　（
中
目
丸
）

山
下
　
ワ
カ
　
　
　
90
　（
上
元
町
）

山
元
　
セ
ツ
子
　
　
76
　（
木
崎
）

山
野
地
区

小
辻
　
ア
キ
ノ
　
　
91
　（
小
川
内
）

下
小
　
　
国
良
　
　
85
　（
石
井
）

古
里
　
三
重
子
　
　
79
　（
下
之
馬
場
）

古
庄
　
サ
チ
子
　
　
74
　（
春
村
）

水
谷
　
重
敏
　
　
　
82
　（
小
木
原
東
）

南
　
　
雅
子
　
　
　
66
　（
小
木
原
中
）

中
山
　
キ
サ
　
　
　
89
　（
平
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
※
９
月
26
日
受
付

羽
月
地
区

木
ノ
下
　
久
夫
　
　
73
　（
金
波
田
下
）

下
村
　
イ
ト
　
　
　
91
　（
鳥
巣
下
）

下
村
　
行
春
　
　
　
80
　（
松
木
原
）

瀬
戸
山
　
靜
　
　
　
86
　（
下
殿
）

古
川
　
和
俊
　
　
　
76
　（
辺
母
木
）

西
太
良
地
区

西
田
　
五
月
　
　
　
80
　（
土
瀬
戸
）

溝
口
　
フ
ヂ
ノ
　
　
91
　（
馬
場
）

菱
刈
地
区

梅
古
川
　
辰
夫
　
　
78
　（
下
名
）

大
脇
　
ハ
ナ
エ
　
　
101
　（
小
川
添
）

田
子
山
　
久
江
　
　
81
　（
田
中
下
）

永
田
　
芳
子
　
　
　
94
　（
本
城
麓
）

比
良
　
フ
ミ
ヱ
　
　
86
　（
比
良
）

福
山
　
ト
シ
ヱ
　
　
92
　（
重
留
東
）

 

市
来
　
功
成
さ
ん
（
大
阪
府
）

寄
　
贈

伊
佐
市
文
化
協
会
　
※
大
型
鏡
１
面

　

　伊佐市に住所がある人のパスポート申請及び
受取窓口は市役所市民課（大口庁舎）です。
　12 月 29 日から１月３日までの年末年始期間
は、パスポート窓口が休みとなりますので早め
の申請と受取をお願いします。
　今年中に必要な人は、12 月 14 日までに申請
してください。

年末年始のパスポート取得 は お早めに！

広告

藤
田
　
夏
子
　
　
　
93
　（
小
川
添
）

本
田
　
タ
マ
　
　
　
98
　（
桜
馬
場
）

住所 : 伊佐市大口小木原 899TEL  :  0995-22-0425
H   P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

今回は、次世代省エネ法をクリアしたエコポイント対応住宅。
バリアフリー・杉フロア・維持管理のしやすさが特徴。
瑕疵担保保険+しろあり補償でさらに安心。

注文住宅建築中
広告

年末に向けてのちょっと
した工事もお気軽に
お問い合わせください。

・ 床張、内窓、壁紙、給湯器、
　給排水、ブロック工事、
　コンクリート、トイレ、　
　システムキッチン、
　システムバス、洗面化粧台　等

問い合わせ先　市役所市民課市民係
☎�１３１１○内　　１１５７
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Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
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人口のうごき

H22.11. １現在（前月比）

総人口　30,056 人　  （－   14）
　男　　13,843 人　  （+    ４）
　女　　16,213 人　  （－   18）
世帯数　14,304 世帯（+   10）

◆ ◆

ふ る さ と 特 派 員

　｢ 伊佐市 ｣ 誕生を期に、菱刈会と大口
会が合同で平成 22 年 5 月に第 1 回 ｢ 北
九州伊佐市会 ｣ を開催、発足式を行いま

した。誕生したばかりの会ですが、鹿児島県人会主催のイベン
トに景品として“伊佐米”など購入し郷土物産のＰＲをしてい
ます。今後は、会員数を増やし交流の場を拡大しながら郷土物
産品の販売促進とＰＲ活動を進めてまいります。

　門司港のレトロ地区は、古い建物と新しい建物が混ざり合い、
潮騒やカモメの声は昔のままに、新しくて懐かしい門司港に生
まれ変わりました。粋でモダンな街「門司港レトロ」の 12 月
はイルミネーションに彩られ、そのロマンチックな夜はまるで
映画のワンシーンのように素敵です。ふるさとの皆さん、ぜひ
北九州へも遊びにいらしてください。

北九州伊佐市会　会長
宮田義髙さん（出身：大口）

問い合わせ先　北九州伊佐市会事務局　　   ☎０９3・５５１・１９４５
　　　　　　　市地域振興課・定住促進係　　☎�１３１１○内　１２５５

会員募集中 !! 会員登録してくださる人を随時募集します。
ご紹介も大歓迎です。

先月の鹿児島菱刈会の“13 年 52 回”は、「伊佐大泉の会」の活動です。
訂正しお詫び申し上げます。

訂正とお詫び

★ 北九州の紹介 ★

先
制
の
ト
ラ
イ  

原
良
田
選
手
（
表
紙
）

　
11
月
14
日
、
第
90
回
全
国
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
大
会
鹿
児
島
県
予
選
の
決
勝

が
“
大
口
高
校
VS
鹿
児
島
実
業
”
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
35
年
ぶ
り
10
回
目
の
出
場
を
目
標
に

練
習
に
励
ん
で
き
た
“
大
口
高
校
”
は
、

前
半
開
始
直
後
に
原
良
田
選
手
が
先
制

の
ト
ラ
イ
を
決
め
、
20
分
過
ぎ
に
も
坂

元
選
手
が
ト
ラ
イ
と
幸
先
の
良
い
滑
り

出
し
で
し
た
。
し
か
し
、
後
半
逆
転
さ

れ
惜
し
く
も
準
優
勝
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
応
援
席
に
は
、全
校
生
徒
の
応
援
団
・

保
護
者
や
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
が
陣
取
り
、

選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
に
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
も
暖
か
い
拍

手
で
選
手
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。


